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1． はじめに 
保育の質の向上とは何を示しているのか

　近年，日々の保育実践ではあらゆる保育課題が
あり，それを保育者が難しさというような感覚で
認識し解決しよう，保育の質を高めようと努力を
重ねている。保育者が，保育の営みにおいてそう
した課題場面に直面した時，「どのように対応し
たらよいのか」と，即実践に結び付く方法論を求
める傾向がある。例えば，実習生や新任保育者が
子どもの興味や関心を自分に引き付けるために，
手遊びや声の掛け方などを工夫する，先輩保育者
の真似をする，保護者への対応のマニュアルを学
ぶ等というようにその場の解決方法を知りたいと
思う。このように，その場が落ち着いていれば，
また楽しければ，それでよいのだろうか。そもそ

も保育実践の中で，課題がない場面などあるのだ
ろうか。1人 1 人の子どもの育ちを捉えようとす
る場合，各々難しさに向き合うことは当然のこと
であろう。また，そうした難しさを早急に解決す
るために，わかりやすく示された方法や手段を学
ぶことが保育の質の向上であると捉えていてよい
のだろうか。
　保育者が保育実践上，様々な難しいと捉える場
面に直面した際，またそうした難しさを感じなが
ら保育をしている時期，難しさを感じている主体
は「保育者」である。本来，保育の主体は「子ど
も」である。つまり，保育者が自身の保育課題と
向き合う際に，「子どもにとってどうなのか」と
いう視点で見つめ直すことにより，子どもへの理
解が深まると考えられる。さらに子どもの理解が
深まることには「保育者にとってどのような意味
があるのか」というような視点で振り返ることも
必要であり，そうした営みが保育者自身の成長を
もたらし，保育の質の向上を示していくことにつ
ながっていくと考えられる。
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　現行の保育所保育指針解説では，保育者の質，
なかでも求められる主要な知識及び技術として，
①一人一人の子どもの発達を援助する知識及び技
術，②生活援助の知識及び技術，③保育の環境を
構成していく知識及び技術，④遊びを豊かに展開
していくための知識及び技術，⑤関係構築の知識
及び技術，⑥保護者等への相談，助言に関する知
識及び技術，が挙げられている。上記の項目の多
くは子どもたちに向けて支え手となる方法そのも
のであるが，同時にこのような専門的な知識，技
術を活かしていきながら，保護者への支援も求め
られており，保育者の責務は多様化しているとい
える。
　またそれに伴い，職員の資質向上に関する基本
事項では，「必要な知識及び技術の修得，維持及
び向上に努めなければならない」とされ，保育者
は日々の保育について省察し，記録や語りにより
伝え合いながら保育を伝承している。
　さらに近年，「保育の質の向上」を目指して
様々な研修等が行われているが，先述したように
保育者のニーズに沿った即実践に結びつく方法や
技術向上を求める内容は，保育の理解，子どもの
本質の深い理解へは繋がりにくく，研修内容や保
育者の保育の学び方についても検討されてきてい
る。また現在のコロナ禍による影響は多くの保育
現場において「従来通り」としてきたことを改め
て見直すきっかけとなり，各園，施設で変化に伴
い柔軟に取り組まざるを得ない状況であるとも言
えよう。一方，「従来通り」の形を変えることに
難しさを覚え，保育者間で自分の保育を表現でき
ず営まれている例もある。
　先にも触れたが，保育実践の上で難しいと感じ
る （以下， 困難さ） ことは保育者であれば誰もが
経験していることである。特に， 保育者の 「気にな
る子」を含めた子ども理解の困難さは，昨今の保
育課題として話題に挙がらない時はないとされ（1），
また若手保育者が抱える保護者支援の困難さの中
では，保護者自身の性格や態度について，子ども
をめぐる問題，コミュニケーションの問題等を挙
げている（2）。
　保育者が困難な場面に直面している際，その困

難さをどのように受け止め向き合おうとしている
かについては，保育者自身が困難な場面を同僚や
先輩保育者に対して，また園内研修等において伝
える，伝え方に表れるものではないだろうか。例
えば「子どもにとってどうなのか」という視点で
「気になる子」を含めて子どもを理解しようとし，
わかりたいと感じようとする時，保育者自らの感
覚を使って表現し伝えようとする。保育者が日常
的に表現している方法に「語り」があり，語りの
中に語り手（保育者）自身の保育や子どもに対す
る捉え方，倫理観のようなものが表れるものでは
なかろうか。様々な困難さに向き合う保育者は，
いかに日々の保育を振り返るべきなのであろう
か。「保育の質の向上」には，日々の保育者の省
察が不可欠なものなのではなかろうか。
　本稿では，保育者が保育を見つめる際，いかに
内的感覚を活かして自己を表現するのか，保育実
践における保育者の語りに着目し明らかにするこ
とを目的とする。そこで，まず，「気になる子」
との出会いから，保育者が日々の実践を振り返る
際に自身の内面で感じたこと，思いや考えを表現
することで，保育者集団が形成されていくといっ
た実際の保育場面を取り上げる。さらに，保育を
省察することにより保育の理解へと発展していく
過程について検討する。また，そうした振り返り
を語る行為は，これまでの日本の幼児教育・保育
の実践の中でも保育者の感覚から表現されてきて
いたことである。その点については，実態が分か
る史料から確認することにする。これらの分析よ
り，保育者はどのような視点で保育を振り返るべ
きなのか，保育を振り返るという営みそのものを
原理的に考察することも含めて検討する。
　本稿で述べる「内的感覚」とは，保育者が様々
な出来事や場面を，身体感覚を通じて内面で感受
し，内面から感覚を通して応答する，心と身体の
一体的な動きのことを意味する。つまり，感受性
と主観性が連動しながら現われてくる営みであ
り，保育者が心（内面）を動かしながら，感じた
こと受け止めたことに反応する感覚のことを示し
ている（3）。
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2． 異なる子どもがいることの豊かさに気
付いていく保育者の保育理解への過程
―保育者の内的感覚と自己表現―

　文部科学省（2012 年）は小中学校の通常学級
に在籍する児童生徒のうち，発達障害またはその
特徴を疑われるものが 6.5％であることを報告し
ている（4）。また，原口らの保育所を対象に行った
調査（2013 年）では，障害児と保育上の困難を
有するいわゆる「気になる子ども」を合わせた在
籍率は約 6％であったと報告しており（5），保育現
場においても発達障害及び何らかの特別な援助を
必要とする子どもたちが小中学校の在籍数とほぼ
変わらず在籍していることは明らかである。この
ような状況の中，保育者たちは「気になる子ど
も」たちの表現に戸惑い，葛藤しながら個に応じ
た援助とクラス集団への対応に日々追われている
のである。
　本稿では，「気になる子ども」として常に保育
者の悩みの中心にあった子どもについて，保育者
自身がその子への「わからなさ」を引き受けなが
ら自分自身を開いていったことで「気になる子ど
も」の存在が豊かな保育の展開を生み出すきっか
けとなり，クラス集団をつなぐきっかけとなって
いる事例 2点を採り上げる。保育の営み中で子ど
もと共に保育者もまた表現者であり，保育者の自
己表現の一つである「語り」に着目し，保育者自
らの内的感覚への気付きについて検討していきた
い。（事例 1， 2 は，ある保育者の実践から振り
返った省察記録を用いたものである。本稿で扱う
事例は，保育者の省察を分析するためのものであ
り，子どもを対象にしたものではない。）

2.1．事例 1　A君のこだわりって⁉（6）

　A君は年中クラスに在籍しており，こだわり
が強く一人でしたい遊びをしていることが多く，
普段は他児と積極的に関わる様子はあまり見られ
なかった。A君が遊んでいるところに片付けや
次の活動について知らせると「今，忙しいから。」
「仕事中だから。」と言ってなかなか活動を切り替

えにくい。他児たちがクラスの活動に入る頃A
君のタイミングで遊び終えて戻ってくることも多
かったことから，担任保育者としてはA君は関
わりの難しい子どもの一人であり，診断名はつい
ていないが保育上何等かの配慮が必要であるいわ
ゆる「気になる子ども」と言われる子どもであっ
た。A君のクラスはA君を含む 26 名の子どもた
ちが在籍しており，担任保育者は 2名であった。
　A君はいつも登園して身支度を済ませるとす
ぐに園庭に飛び出して，石探しや虫探しに夢中で
ある。A君はゲジゲジ，ミミズ，ダンゴムシ…
のような地に這う虫を好んでおり，いつもそれら
の虫が多く見つかりそうな園庭の隅にしゃがみこ
んで日の当たらない場所にある大きな石をずらし
てみたり，土を掘ったりして探し続けている。A
君の他にも虫探しが好きな子どもたちは大勢いる
のだが，ダンゴムシはともかく，ゲジゲジやミミ
ズといった生き物に対する興味は，なかなか周囲
の他児たちからの共感を得ることができにくく，
結局いつも一人で探すことが多かった。特にミミ
ズを好んでおり，大きなミミズを見つけると
「おー。巨大ミミズ発見！」と嬉しそうに持ち運
ぶため，虫の苦手な子どもたちにとってはなおさ
ら近寄り難い存在であった。担任保育者としても
巨大ミミズやたくさん集められた虫を見せられて
もいつも「すごいね…」と答えることしかできな
かった。
　ミミズは探すだけでなく，製作遊びへも展開
し，紙を丸めて細く長く繋げてミミズを作り，保
育室の壁の四方をぐるりと囲むように貼ってい
き，ミミズに囲まれた保育室の中央でA君はと
ても満足そうにしているのであった。
　担任保育者としては，A君の虫（ミミズ）探
しをする姿は他児となかなか興味や関心を共有し
にくく，こだわりも強いと捉えており，少しでも
他児と一緒に遊ぶことを楽しいと感じられる機会
を作るきっかけを探していた。
　ある日担任保育者は，「今日はとことんA君に
つきあってみよう」と思い，いつもA君のこと
を悩みながら共に保育に取り組んでいるもう一人
の担任保育者の理解を得て，園庭に出て遊んでい
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る A君とじっくり関わることになった。この日
のA君は石探しをしており，園庭の一角は集め
られた石で山積みになっていた。石を抱えながら
園庭を行き来しているA君に担任保育者は「た
くさん集めたね。このバケツ使ったら」と声をか
けると「いいね」と言ってバケツに石を入れて運
び始めた。担任保育者も石運びを手伝っている
と，A君は「これは化石なんだよ」「こっちはア
ンモナイト」「これは〇万年前の恐竜の…」と石
のことを化石だと言い，化石についての知識を得
意そうに語り出した。担任保育者はA君が恐竜
や化石の知識が豊富なことに驚きこんなにも活き
活きと語る姿を初めて見ることができた。またい
つも一人で黙々と虫探しや石探しをしながらこの
ようなイメージを持って豊かな世界で遊んでいた
ことを知り，A君が夢中になっていることに心
から興味をもって一緒に感じることができた。そ
してA君に「A君恐竜のこと詳しいんだね」「今
日の発見皆で集まった時伝えてみる？こんなに園
庭にお宝があるんだもんね」と尋ねると「…う
ん」と答えた。
　朝の集まりでは，他児がおもしろい形の葉を見
つけた話や友達と遊んだ出来事を伝え合う中，A
君も恐竜の化石について話す機会を得た。A君
はバケツに山盛りの石を保育室に持ってきて見せ
ながら堂々と語っていた。A君の説明を聞きな
がら他児たちは恐竜の住んでいた時代をイメージ
したようで石（化石）に興味を抱き始めたよう
だった。
　翌日から，いつものようにA君が園庭に出て
石探しをしていると，「ぼくも探したい！」と
言って 3人の男児たちがA君の傍で石探しを始
めた。A君自身は普段と変わらず淡々と自分の
好きな石探しをしているようであったが，「おー
いA，この化石はなんだ？」「大物発見です！」
と他児たちは次々と発見したことをA君に報告
しており，まるでA君が石探しのリーダーのよ
うにも見えた。A君の周りには仲間ができてい
た。報告を受けるA君も真剣な表情の中にも時
折笑顔がありいつもより多く集まった石の仕分け
に追われていた。

　片付けの時間になり，A君は他児たちと一緒
に保育室に向かいながら「あぁ今日はいい仕事し
た！」と汗を拭きながら保育室に入ってきた。仲
間たちはA君に「また明日も続きしような！」
と声をかけていた。

〈保育者の「語り」省察〉担任保育者の A君の
理解への過程　「こだわり」を「大好きなこと」
に変えて…
　はじめ担任保育者は，A君に対して興味も独
特であることやこだわりの強さから関わりの難し
い子どもであると感じており，そのような先入観
があるため，A君が表現していることに対して
も「こだわり」の中の一つとしてしか見ることが
できなかった。大きなミミズを見せられても「す
ごいね…」，長く紙を繋げた巨大ミミズを製作し
ても「すごいね…」と。
　「すごいね」とは一見相手を称賛しているよう
に聞こえる言葉である。そこまでその出来事に興
味がなくても「すごいね」と発言することで感想
をひとまず伝え称賛しているようにも聞こえ，使
い勝手の良い感動詞であるといえる。日頃はA
君のすることに担任保育者は本当に心が動いて発
言していたわけではなかったことが推察される。
　しかし担任保育者もいつもどこかでA君を気
にかけながらも関わり方に戸惑い，悩んでいたこ
とから，A君のしていることをまずは一緒に感
じてみようと，「今日はとことんA君につきあっ
てみよう」と心が動いたことはA君のことを理
解していくための担任保育者の転機となったと言
えるだろう。本気でA君の「こだわり」のよう
な世界を一緒に感じてみようとした時，A君に
もその思いが伝わったのではないだろうか。A
君が化石の話をし始めた際，単なるA君のこだ
わりについての語りと捉えていたとすればおそら
く「すごいね」と関心を示したような言葉がけで
終了していたかもしれない。しかし，この時の担
任保育者はA君の豊富な知識に驚き，A君に石
を運ぶバケツがあることを提案し，A君と一緒
に石を運び，A君と共にあろうとする姿があっ
た。担任保育者がA君のしていることに関心を
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持ち心が動いたことを一番に感じたのはA君で
あっただろう。
　A君の石探しや虫探しに夢中な姿を担任保育
者は「こだわり」と捉え，その「こだわり」が　
周囲との関係を阻むものとなっている弱みのよう
に感じてきたが，A君の「こだわり」に見えた
世界をむしろA君の「大好きなこと」として捉
え直したことにより，A君が遊びの中で体験し
ていることに対する見え方が変化し，クラスの仲
間にA君自身の言葉で発見を伝える場も創り出
すことができた。A君が語る化石の話は他児た
ちにとって魅力的なものに見え，憧れのようなも
のも生まれ，A君の周囲には友達が集まるきっ
かけとなった。
　A君のような関わりの難しい子どもたちが夢
中になってしている遊びの世界は，周囲には理解
しにくいものであったり，伝わりにくいものであ
ることも多い。しかしその夢中になるものを知り
たい，理解したいと願う保育者の姿勢は本人の心
を開くきっかけに繋がっていくのではないだろう
か。わからない，知りたいと悩みながら心の作業
を繰り返すこと，子どもたちとの関わり方をあれ
これ試してみることを繰り返すことで豊かな保育
を創り出し，保育者自身もまた豊かな人間へと成
長していくと言えるだろう。
　さらに，「いい仕事した」というA君の言葉に
遊びが充実していたことが窺われる。A君とい
う何等かの難しさを抱える子どももクラスの他児
たちにとっても，幼児期に子ども集団の中で「友
達（仲間）と一緒に活動することも悪くない」
「人間っていいな」と感じるような体験を積み重
ねていくことは，自分の「こだわり」を含め互い
の好きなことを認め合うこと，それは自分らしさ
を確かなものにしていくことにつながり，人と共
に生きることの豊かさにも気付いていくことにつ
ながっていくのであろう。

2.2．事例 2　ダンボールハウスから…

　B君は年長クラスに在籍している。B君も他児
との関わりが少なく，一人になれる場所を探して
園内を歩き回り，誰もいない保育室で廃材を利用

してロボットや武器などを製作していることが多
かった。また保育室の隅にダンボールで囲いを作
り，家や基地のようなものの中で遊ぶことも好ん
でいるようだった。
　新奇場面が苦手であり，多くの人に見られるこ
とも苦手であった。特に行事の前には緊張感とプ
レッシャーなどから体調を崩しやすく欠席するこ
とも多かった。B君が年長クラスになり担任保育
者は幼稚園生活最後の 1年ということでできるだ
けB君も仲間と行事を含め様々な体験をしていっ
てほしいと願っていた。
　参観日のこと。B君は母親が参観に来ていた。
B君のクラスは園庭での活動を中心に子どもたち
は自分の好きなコーナーで自由に遊んでおり，片
付けたあともそのまま園庭においてクラスの集ま
りをすることになった。大きなモクレンの木の下
にビールケースや平均台を椅子にして子どもたち
は半円になって座った。子どもたちが集まり始め
たところで，B君の姿がなく，フリー（担任を持
たない保育者）の先生も慌てて B君を探してい
た。すると B君はダンボールで作った家の中に
入りながらそのまま園庭に出てきた。クラスの集
まりの場所から離れたところに B君が入ったダ
ンボールハウスがじっと動かないでいた。B君の
母親をはじめ，クラスの保護者の目がダンボール
ハウスに向けられた。
　参観日という通常と違う雰囲気の日が B君に
とって居心地よく思っていないのであろうと気づ
いていた担任保育者は，「いいお家だね。B君の
お家少し遠いから良かったらみんなの傍で建てた
らいいよ」と自然に声をかけた。担任保育者はク
ラス全体に向けての話を始めると B君の入った
ダンボールハウスが少しずつ動いてきて集まりの
場へ近づいてきた。半円に座る他児たちの並びに
B君の家が並んだ。やがて出席を取り始めると，
どの子ども達も保護者が見にきていることに張り
切って大きな声で返事をしていった。B君の名前
が呼ばれると「Bさーん」「……。」なかなか応答
がなかった。担任保育者はもう一度「今日は朝か
ら立派なお家を建てた Bくん，家の中からでい
いよ」と声をかけると，B君はダンボールをくり
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抜いて作った窓を開けて顔を出し「はーい」と返
事をした。窓から返事をした姿が面白く，その場
はあたたかい雰囲気に包まれ，思わず皆で笑っ
た。クラスの子どもたちからは「B君の家いい
ね」という声も聞かれた。クラスにとっては通常
通りの朝の場面であった。

〈保育者の「語り」省察〉担任保育者の B君へ
の理解がクラスのあたたかい雰囲気へ
　参観日は子どもたちにとって保護者が園に来て
くれる，自分たちを見に来てくれる嬉しい日であ
る。保育者たちにとってはいつも通りに子どもた
ちが活き活きと遊べるような内容を計画し，その
子らしく活動を進められることを願い緊張しなが
ら保育をする日であるだろう。その場面を創る子
どもたちも保育者も保護者も皆どこか特別な日で
あることを感じながら過ごしていた。B君は通常
通りではないことに気持ちが落ち着かなくなって
おり，B君の母親もまたそのような息子を参観す
るにおいて複雑な思いで見守っていたと思われ
る。
　また，B君がダンボールハウスに入って園庭に
出てきたことは，本来ならば違和感のある光景で
あろう。しかし担任保育者には B君がダンボー
ルハウスの中にいたい気持ちが十分伝わっていた
ため「家の中からでいいよ」という声をかけた。
この言葉で B君も B君の母親も安堵したのでは
ないだろうか。B君にとってダンボールハウスは
自分の気持ちを守ってくれるものであり，参観と
いう特別な場面から適度な距離を保ってくれるも
のであった。ダンボールハウスからであれば声も
顔も出すことができた。
　さらに，担任保育者が「ダンボールから出てお
いで」と言わないでむしろ「そのままでいいよ」
と認める言葉をかけたことは，ダンボールハウス
と一体化していた B君の存在をそのまま受け止
めることにつながった。またこのような担任保育
者の応答はクラスにおいていつものことであった
のだろう。そのことはダンボールハウスで集まる
ことを悪く言う他児もいないことと，むしろ「い
い家だね」 と声をかけている他児の姿から窺える。

　このように，気になる子どもたちが起こす様々
な表現に対して保育者がどのように応答していく
のかという保育者による表現は常に問われるもの
である。保育者から子どもたちに向けるまなざし
と応答の仕方で，気になる子どもがますます孤立
して目立つ姿にもなり得るし，また共にある自然
な姿にもなり得ることを理解しておきたい。クラ
ス作りにおいても，B君がダンボールハウスの中
であれば B君は気持ち良くいられて一緒に過ご
せるかもしれないということを担任保育者だけで
なくクラスの他児たちも感じており，他児たちも
また B君の思いを自然に一緒に感じている姿は
まさにナチュラルサポーターとして他児も豊かに
育っている姿であるといえよう。

2.3．保育者の内的感覚と自己表現

　実践事例 1 では，はじめに，担任保育者がA
君の独自的なこだわりの強さを難しいと感じてい
る。その難しさから，保育者は，A君のこだわ
りそのものを知ろうとしたが，実際には「すごい
ね…」といった表面的な行為に留まっている。し
かし，この「すごいね」には，保育者自身の内的
感覚から生じたものではないことを，保育者自身
が振り返ることで自覚しているのである。内面で
難しいと受け止めたこと，ひとまず伝え称賛にし
良い感動詞的に応じたことを，内面で感受し，こ
のように子どもを理解することでよかったのかと
省察したのである。その省察を得て，次にA君
には戸惑い，悩みはあるが，「今日はとことんA
君につきあってみよう」と，A君の感覚に近づ
こうとし，それがA君の世界を感じる転機になっ
たと振り返り語っている。保育者の内的感覚に
よって，自己表現し動き出した瞬間である。「す
ごいね」と関心を示したような言葉がけで終了し
ていたかもしれない出来事が，A君への関心に
心（内面）が動き，A君のしていることを心か
ら尊重できるようになったともいえる。それが他
児たちにとって魅力的なものに見えるようになっ
ていったことを保育者自身が実感し，保育を振り
返っているのである。この保育者の省察による内
的感覚には，保育者の主観的な見方，客観的な見
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方いずれも含まれているのではないか。「いい仕
事した」と遊びを充実させて保育室に戻ってくる
A君のすべてを理解することはできなかったと
しても，A君の行為やその行為の背景にある思
いや考えに近づこうとしたことを振り返り，A
君という個の存在を尊重していった保育者の姿
は，子どもたちのことを 1人の人間として本気で
向き合い，保育を語ることで表れた内的感覚を通
じた自己表現である。
　気になる子どもを理解しようとする時，障害名
やそれに似た症状から支援や対処方法を学ぶこと
が多くなる。診断名による対応のしかたや症状と
照らし合わせて支援していくことが中心となって
いくことは，その子たちの表面に出てくるものへ
の対処であり，症例等をひとくくりにした理解と
なる可能性があるだろう。保育の中で「1人 1 人
を大切に」と謳っているのであれば，気になる子
どもたちの多様な表現や多様な感じ方，多様な学
び方をも 1人 1人共に感じていくことが本当の意
味でその子のことを知っていくことにつながると
いえる。
　実践事例 2では，B君の母親も含めて，担任保
育者が B君のことを気にかけていたことを語っ
ている。B君がダンボールハウスに入って園庭に
出てきた場面では，保育者たちにはいろいろな思
いが駆け巡ったはずである。集まりに姿が見え
なったことからまずは姿が見えて良かったと安堵
した気持ち。次に姿は見えたがダンボールごとで
あったことに，B君の母親だけでなく保護者たち
の視線や思いを感じて迷う気持ち。そしてクラス
の他児たちもまた参観という日に特別な思いを感
じながら集まっていること等。上記のような思い
全てを含めた上で B君を心から愛おしいという
保育者の思いが，「ダンボールから出ておいで」
ではなく，「そのままでいいよ」という保育者の
応答となった。
　一連の出来事を客観的に見つめている省察で
は，保育者自身が B君の身になって（共に）感
じていることを振り返っている。少しずつクラス
の集まりに近づいてくるダンボールの家と一体化
した B君の姿を想像してみてほしい。B君の心

の距離が縮まって…と言えばそのようにも捉えら
れるが，保育者はその場面を何とも言えないよう
な愛おしさを超え，じりじりと近づく B君を応
援したいような気持ちと客観的に見渡すとこの場
面が少々滑稽にも映り，B君の行動がより明るく
楽しいものにも感じているように推察される。さ
らには「そのまま」を受け止めたことで，出席を
取り始めた際にダンボールの窓を開けて B君が
返事をするという B君の主体的な表現を引き出
していることにつながり，その行動はあたたかい
笑いを生み出すことつながった。この笑いは B
君のひたむきさがもたらした雰囲気であり，B君
と保育者が同じ感覚で創り出したことから生まれ
た場面といえるだろう。
　他児たちが座って並んでいるところに一件のダ
ンボールハウスが普通に並んでいる状況をクラス
の他児たちもまた「そのまま」を自然に受け止め
ている様子は，子どもたち自身が対等性を持ち合
わせているといえるのではないだろうか。他児た
ちもまた B君の世界を「そのまま」受け入れて
いることが，異なる仲間たちがいることの関係性
を豊かなものにしているといえる。
　つまり，どの子も個で「そのままでいいよ」と
いう 1人 1人を個人として対等的に見る保育者の
視点が結果的に「一緒に」というクラス集団のあ
たたかい雰囲気を生み出していると考えられる。

3． キリスト教幼児教育における教育者の
語りに見るまなざし

　上述したように，保育者が「子どもにとって」
の視点で日々の実践を振り返ることと，自分たち
「保育者にとって」の視点で 1つ 1 つの保育の場
面や 1人 1人の子どもの育つことの意味を問い直
すことのいずれもが，保育そのものの質や保育者
の人間味というような性質的なことに意味をもた
らしている。その保育者の振り返りや問い直しの
語りは，保育者の内的な感覚や自己の内側を表す
表現力によって促されている。
　本節では，そうした保育者の語りが残されてい
る史料に触れて，保育実践に見る保育者の内的感
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覚と自己表現について確認することにする。なぜ
なら，このような保育者の語りについては，日本
の幼児教育の歴史の中でも続けられてきた保育者
の感覚であり表現でもあるからである。
　そこで，本稿では，日本の幼児教育の普及に影
響を及ぼしたと言われる（7）アメリカ・プロテスタ
ント・女性宣教師らが書き残した報告書（J. K. U
年報（8））にある記録を手がかりに，女性宣教師の
働きに着目し，彼女たちの幼児教育の実践におけ
る日々の振り返りの語りの中から見えてくる「子
どもにとって」の視点や，自分たち「保育者に
とって」の視点について考えてみたい。
　取り扱う史料についてであるが，学校教育史関
連の各学校史及び幼稚園史，地域教育年史等にお
いては，具体的な実態が確認できるものが極めて
少なく，また，保育史研究で扱われている日誌等
の記録においても，当時の保育の内容・項目を記
載する記述に留まっている（9）。一方，今回取り上
げる女性宣教師の記録は，幼稚園・女子学校にお
ける教育・宣教活動報告に加え，地域の様子や
人々との交流，地域の健康推進や衛生問題等の情
況，地域の文化や商業，工業等に関する事項等，
幅広い視点で綴っているため，当時なされていた
教育が地域に与えた影響やその実態を詳細に分析
できる貴重な史料の一部である（10）。特に今回取
り上げる女性宣教師の記録は，幼稚園で出会った
人々1人1人の子どもや保護者の思いや考えなど，
詳細にエピソードで表している特徴がある。
　日本の幼児教育は，東京女子師範学校附属幼稚
園（1876 年）に始まり，官立の模範幼稚園，簡
易幼稚園を展開させ，その後，「幼稚園保育及び
設備規定」（1899 年）制定後，官立，私立の幼稚
園が全国規模で普及した。一方，私立幼稚園であ
るキリスト教主義幼稚園は，桜井女学校附属幼稚
園（1880 年），英和幼稚園（1886 年）など設立さ
れ，1900 年には私立幼稚園の約 3 割がキリスト
教主義幼稚園となるほどであった（11）。その後も，
女性宣教師によってキリスト教主義幼稚園が増加
し，日本の幼児教育の発展に影響を与えていた。
本稿では，そうした歴史の流れの中で，女性宣教
師が自身の保育を見つめ直した際に語られた記録

を取り上げている。
　まず，はじめに，保育者である女性宣教師が，
子どもの特性を扱いにくいと捉えていたことにつ
いて，振り返り気づきを語っている記録を取り上
げることにする。（以下，報告者女性宣教師名，
JKU年報号・年，幼稚園名を記載。年報（英文）
訳は筆者による。）

はるえちゃんは，外見を見る限りどこかに異
常があるようには思わせるところのない可愛
い子どもだった。しかし，彼女のことをよく
知るようになると，彼女は典型的な知的障害
を持っていることを認めざるを得なかった。
彼女は，とても拘りが強く気分屋であった
が，それを理解できず，彼女を扱いにくい子
どもにしていることがわかった。（Margaret 
E. Armstrong）（第 13 号 1919 年）（青葉幼
稚園）

　この記録によれば，子どもの特性をここでは
「とても拘りが強く気分屋であった」ことを，そ
の子の身になって「理解できず，彼女を扱いにく
い子どもにしていることがわかった。」というこ
とを振り返っている。保育者が自身の向き合う子
どもの特性を理解せずに関わっていた視点に捉え
違いがあったことに気づいたの場面を語ってい
る。つまり，「子どもにとって」の視点を持たず
表面的な捉え方でいたことが，保育を見つめ直す
ことで，「保育者にとって」の視点に気付いた語
りであると言える。また，次に語りでは，その子
にとって，そしてその子に関わる子どもにとって
の意味を，実践から見つめ直しているものであ
る。

今年の報告は，小さなオスミさんの話題を入
れないことにはいかない。彼女は可哀そうな
病気の 8歳くらいの子どもで，あと 2，3 年
後先まで手術を受けることができない。私た
ちは，むしろ彼女のゲーム等への参加できな
いことが，他の子どもの無関心を引き起こす
と考え，彼女を受け入れるかどうか躊躇って
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いた。しかし，最終的に彼女を来させること
に決めた。確かに，彼女は他の子どもたちが
できるほどたくさんのことはできない。しか
し，彼女の正にその無力さが，幼いクラス
メートたちの間に，愛と思慮深さの非常に素
晴らしい精神をつくり出す手段になってい
る。最も活動的な男児集団の中の 1人の子ど
もは，自由遊びの時間帯を放棄して，とても
優しく世話をしている。少しずつ彼女は体力
ができており，現在では一晩中眠ることがで
きる。それは彼女が幼稚園へ来る以前には全
くなかったことなのである。（H. L. Tetlow）
（第 14 号 1920 年）（二葉幼稚園）

　援助が必要な子どもをがいることで「他の子ど
もの無関心を引き起こすと考え，受け入れるかど
うか躊躇っていた」ことを振り返り，そこで，そ
の子の「その無力さが，幼いクラスメートたちの
間に，愛と思慮深さの非常に素晴らしい精神をつ
くり出す」ということを，具体的には「最も活動
的な男児集団の中の 1人の子どもは，自由遊びの
時間帯を放棄して，とても優しく世話をしてい
る」場面を取り上げて見つめ直し，この関わりの
意味を語っている。このような出来事こそが保育
の質を高めようとしている見方・考え方なのでは
なかろうか。
　今回取り上げた女性宣教師たちは，幼児教育の
営みの中で，目の前の子どもと共に喜び，共に泣
き，共に生きる者として関わっていた。また，子
どもと保護者とも丁寧に向き合い，日々の教育の
在り方を驚かされたり気づかされたりすること
で，自分たちの教育観や子ども観を見つめ直し共
有していた。そうした姿勢が彼女たちの史料から
読み取ることができ，その視点が保育の質を高め
てきたのであろう。

4． 保育者の語りに見る振り返りの原理 
―出会い・共感・対等性―

　このように，保育の歴史の中で，また現代の実
践の中でも，保育者が「子どもにとって」「保育

者にとって」という視点に基づいて保育場面の意
味を見つめ直し，自己の内側を表現していること
が分かる。
　いずれも，保育場面での，子どもにとっての保
育者との出会い，他の子どもとの出会い，その出
来事との出会いがあり，また保育者にとっても出
会いがある。出会いということは，人と人とがあ
る関わりをもつことで成り立っている。1人 1 人
の子どもにとって，保育者と出会ったことが，そ
の子の人生にどんな意味を持つのであろうか。ま
た保育者にとってその子どもとの出会いがどのよ
うな意味を持っているのであろうか。こうした問
い直しが，今回取り上げた保育者の語りの中でな
されていたのではなかろうか。
　ここで，本稿で取り上げてきた実践事例や史料
に見られた，保育を振り返る原理的視点を，3つ
にまとめてみたい。
　第一に，出会いということについてである。子
ども（幼子）と保育者（教師）との出会いという
ことについて，戦後日本の保育・キリスト教保育
の指導者であった南信子（1914-2003）は，「出会
い」ということは，人と人との間に，『我と汝』
の関係が成り立つようなかかわり方をすること」
で，「互いに覚え覚えられていること」，「互いに
応答すること」であり，「真の出会いは，互いに
報いを望まない人間関係である」と語ってきた（12）。
どんなに大勢の子どもであっても 1人 1人をしっ
かり覚えようとし理解しようとするところに，出
会いを意味有らしめてゆく鍵がある。そのために
保育者は，保育を振り返るのである。保育におけ
る様々な出会いの時を活かし，日々を共に生きる
ことを見つめることに，保育を振り返る原理があ
るのではなかろうか。
　第二に共感するということである。保育を見つ
める際に，「子どもにとって」，つまり子どもの身
になって，子どもの感じていることを感じると
いった，子どもとの共感の中でなされた保育で
あったのかという視点も本稿で採り上げた事例や
史料から確認することができる。南信子と同様
に，戦後から近年の日本の幼児教育の指導者で
あった津守真（1926-2018）は，保育とは「子ど
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もとも共感のなかでされる」ことであると述べて
いる（13）。子どもの行動を自分から切り離した対
象として見るのではなく，自分と同じ人間的成長
をしていくものとしてみること，また，子どもは
しばしば考えられているよりもずっと，自らの生
きる道を探し求めている求道者であるという視点
で保育を振り返ることで，子どもにとってのどの
ような意味があった保育だったのか，保育の質を
検討することに繋がるのではなかろうか。
　第三に対等性についてである。子どもを理解す
る方法，手立てとして科学的客観的理解の方法を
多くの研究者らが見出しているが，実践事例の保
育者は，常に振り返り，自己の内的感覚を使って
自身の保育を振り返っている。本当に子どもがわ
かるということは，1人 1 人の内的な世界に入り
込み，子どもの喜びや悲しみや苦悩を保育者が実
感できるということではないだろうか。「理解し
ていく」ことは，自分の枠組の中でわかるという
行為ではなく，自身がその子をどう感じているか
語ることで見出していくものであり，単に同情す
ることでも，その子の行為に巻き込まれてしまう
ことでもない。どこまでその子を自分とは独立し
た人間として尊重し，子どもの感情や考えを，自
分とは異なる人間として大事にしていこうとする
かという姿勢が問われているのである。保育者を
はじめ大人たちは子どもたちのことを「理解しよ
う」と努めているが，表面的に「わかろう」とす
るのではなく，どの子どもたちも世界の中でただ
1人のかけがえのない存在としての対等性を築き
ながら暮らしていくことで，子どもたちがわかり
合う，認め合う雰囲気を創り上げていくのではな
かろうか。
　以上，主観的な見解による保育者自らの幼児観
を絶えず省察することは，時に保育者自身の弱さ
や苦手さに気付くことになり，より辛く感じるこ
ともあるが，保育者として重要な作業なのではな
いか。つまり，保育者が自らの保育を「語る」こ
とは，明日の保育に繋がる不可欠な営みでなので
ある。こうした語りによって，次代を担う子ども
たちのかけがえのない時間となり，保育者もまた
成長し続けていくことが保育者自身の保育の質の

向上へと結びつき，さらに豊かな保育者集団の自
己表現を生み出していくことになるのであろう。

〈付　記〉
　本稿は，日本乳幼児教育学会第 30 回学会大会自主シ
ンポジウム「保育理解と保育者の自己表現―困難さ
を超えて保育を語る―」（谷昌代・熊田凡子・赤木敏
之・藤井千里）の内容から，谷昌代と熊田凡子が保育
者の語りに着目し，保育の振り返りの意味を中心に考
察しまとめたものである。
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25 頁。

（ 2）  蘇珍伊「若手保育者が抱える保護者支援の困難
さ」『中部大学現代教育学部』第 10 号，2018 年
90 頁。
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（ 6）  馬場幼稚園「愛の中を生きる（実践報告）」『キ
リスト教保育』第 493 号，キリスト教保育連盟，
2010 年 4 月（谷昌代執筆事例一部加徐筆修正に
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年・熊田凡子「北陸地域に女性宣教師の果たした
役割」『キリスト教史学』第 73 集，キリスト教史
学会，2019 年などでは，日本における幼児教育
の普及及び発展に果たしたアメリカ・プロテスタ
ント女性宣教師の役割について述べている。

  　明治初期，アメリカ・プロテスタント・キリス
ト教の女性宣教師によって，日本における近代的
女子教育が開始されると同時に幼児教育及び保姆
養成にも着手されていたことは，広く知られてい
る。なかでも，日本におけるキリスト教幼児教育
は，女性宣教師たちによって始まり現在までキリ
スト教保育として継続してきたと言われている。
このように，女性宣教師たちが，日本での幼児教
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育に主眼を置き，日本のキリスト教幼稚園・保育
園の創設や発展に果たした役割は大きい。

（ 8）  J. K. U. 年報について，次の概要である。J. K. U.
とは，1906 年，教会や学校に付設されたキリス
ト教幼児教育施設の教育充実のために，キリスト
教幼児教育に関っていた外国人女性宣教師らが軽
井沢で立ち上げた協議会組織 Japan Kindergar-
ten Union を指す。現在のキリスト教保育連盟の
前身である。初代会長は，頌栄保母伝習所と頌栄
幼稚園（1889 年，現・頌栄短期大学，附属幼稚
園）を創設したA. L. ハウである。J. K. U の目的
は，主に「幼い子どものための仕事を効果的に進
めるため，在日外国人保育者が相互に話し合い，
連携し合う」ことであり，毎年夏に軽井沢のユニ
オン・チャーチを会場に定例集会，研究協議を行
い，英文の年報（Annual Report of  the Kinder-
garten Union of Japan）を発行した。この年報
が，本稿で取り扱う史料である。年報では，保育
者は保育の実際面だけでなく，これを支えるより
高い教養を絶えず学んでいたことが，記録に残さ
れており，女性宣教師らは，質の高い保育者を養
成し，世に送り出すことを重視していたことが分
かる史料でもある。さらに，1915 年には，日本
の各地域で J. K. U. 支部会（12 支部）を結成する
など，全国区で展開させたのである。

（ 9）  例えば倉橋惣三・新庄よし子『日本幼稚園史』
（臨川書店，1956 年）の保育の実状では，「幼児
が登園すれば必ず附添と共にまづ監事の室に入
り，朝の挨拶をすませた上で夫れぞれの開誘室に
入る。朝の遊戯室の集りは，…（後略）」（159-
160 頁）といった一日の保育の流れ，また「幼児
も同じく手拍子を自分でうち乍ら唱つてゐたので
あるが，用ひて居た笏拍子といういふものは 
もと

〳〵

表紙をとるだけに使ふのであるから，初
めの聲の出が高いと，段々調子の高い歌になつて

しまひ…（後略）」（268 頁）などの保育の内容や
活動の様子を記す程度で，当時の地域の実情や
個々人の内面に触れた記述は見られない。また詳
細な記録であっても，例えば東京女子師範学校附
属幼稚園の分室の保姆の手記「東京女子高等師範
学校附属幼稚園分室ニ関スル事」（1925 年）によ
れば，「毎朝児等の体容に注意し，衣服を整へ顔
面手足を清くし，然る後必らす修身行儀等に関す
る悦話をなし，其の間は一層姿勢に注意し，専ら
怠惰の風を避けしむ。」とあるように，幼児の健
康状態，清潔，行動に留意して保育が行われ，秩
序や規律正しさを養うことを重視していたことが
確認できる程度である（湯川前掲書『日本幼稚園
成立史の研究』326-327 頁「下田たづの手記」を
参照。）

（10）  女性宣教師の記録の特徴については，熊田凡子
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―J. K. U. 年報の女性宣教師の記録を手がかり
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ザーのキリスト教教育観―戦前期の活動記録か
ら―」（『キリスト教教育論集』第 25 号，日本
キリスト教教育学会，2017 年，30 頁）・前掲熊田
論文「北陸地域に女性宣教師の果たした役割」
（85 頁）で述べている。

（11）  キリスト教保育連盟百年史編纂委員会編『日本
キリスト教保育百年史』キリスト教保育連盟，
1986 年 163 頁。文部省『幼稚園教育百年史』ひ
かりのくに，1979 年，131 頁・215 頁。

（12）  南信子「幼子とのであい」『キリスト教保育』
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